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【目的】体外受精胚移植法（IVF　ET ）の 着床率改善

を 目的 と して
，

ブ レ ドニ ゾ ロ ン （PSL ）に よ る短期

免疫抑制療法を施行 し， そ の 成績に つ い て 検討 し

た 。 　【方法】平成 5年1月 よ り2年余の 問 に ， 当科

に て IVF −ET を施行 した 75 症例（91 周期）を対象 と

した 。 こ れ をPSL 非投与群（A 群）と投与群（B群）に

わ け，B群に は採卵翌 日 よ り5 日間PSLI5 ．60mg ／

日を経口 投与 した。GnRH 　a 投与方法は short 法 ま

たは long法に て行 い ，黄体期管理 は プ ロ ゲ ス テ ロ

ン（P4）直腸座 薬 とhCG を併用 した 。 また，採卵 2

日前 よ り採卵後2週 まで 血清P4値 を測定 した 。 妊

娠診断は 血中hCG 測 定及 びGS確認 に て行 っ た 。

【成績】A ，B群の 年齢 ・不妊期 間 ・AIH 回数 ・

精子数 ・精子運動率 ・発育卵胞数 ・採卵数 ・移植

胚 数に有意差は認 めなか っ た 。 A ，Bge の対胚移植

妊娠率は 17％（n
＝40 ），35．3％（n

＝51）であ り，
B群

で 有意　 〈p 〈O．05）に 妊娠 率が 増加 した。胚着床率

（移 植胚総 数 に 対 す る着 床胚総 数 の 割合 ）は ，

6．8％〔9／132｝．16 ．5％（20 ／121）で あ り ，
B 群で 有

意 に 改善 した。移植胚個数別検討で は，移植胚数

2個まで は差はな く．3個 以上 の 場 合，A ．B群の 妊i

娠 率 は そ れぞ れ 52．6％（10 ／19 ）．16．7％（2 ／24 ＞と

PSL 投与 に よ り有意 に妊娠率 が向上 した 。　PSL 投

与群にお い てGnRHa 投与様式 に よる妊娠率の差 は

認 め ら れ なか っ た（short 法　 31 ．0 ％．10ng法

44 、4％）e 黄体期 の 甜清P4 偵の 推 移は
r 妊娠群 に

お い て黄体期末期 に 血清 P4値の E昇が見 られ た以

外 は，へ B群 問に有意差 は認め ら れ な か っ た 。

　【結論】着床期に お ける PSL投与は
，
　 IVF ．ET の 着

床率改善に効果があ り，こ の作用は内分泌環境以

外の 因子 に 関与 して い る 可能性 が示唆 された。

【目的】卵細胞質 内精子注入法 （ICSI）で は 運動精

子や死滅精子や死滅化精子が注入 され る 。 そ こ で 、

受精成績 の 向上 に それ らの 精子 に 最適 な卵子活性

化法 を検討 した 。 　【方法】対象 は重症乏糟子症の

ため に ICSIの 適応 とした患者で 、 運動精子 と凍結

融解 で死滅化 した精子 と死滅精子症の 精子 を用 い

た 。 死滅化精子の ICSIを卵細胞質吸引 （ASP）をせ

ず に 行 っ た A 群、 ASP を行 っ た B 群、　 ASP をせ

ず に ICSI後 に 卵 に Ca− ionophore（CI；10 μ M で 5

分 間 ）処 理 を し た C 群 と elecUdc　 pulse（EP；375

Vlcm，100　p　seg）を掴えた D 群に 分け た 。 運動精子

の ICSIを ASP を行 っ た E 群 と ASP な しで EP を加

え た F 群に 分け、死滅精子の ICSIは ASP だけ を

行 っ た G 群である 。 A 〜G の 群で受精率、 分割率

を検討 した 。 【成績 】 ICSIを実施 した卵に対する

受精率 ；分割率は 、 A 群 18．8％（3／16）；6．3％　（1／16）、

B 群 453％（29β4）；17．2％（11164）、 　C 群 47S％（107／

224）；3Q．8％（691224）、　　D 群　 55．1％（27149）；38S％

（19f49）、 　E 群 49．4％（192t389）；45．（〕％（175／ 389）、 　F

群 62．5％（1EY24）；54．2％（13尼4）、
　 G 群 25S ％（17）66）；

242 ％（16β6）で あ っ た 。 受精率 では C と D 群は A

群よ り有意 に （Pく O．05）高 く、 C と D 群間 、　 E と F

群間で は差が 無 く 、 また 同じ く ASP を行 っ た B と

E と G 群で は 、 G 群 は B と E 群 よ り有意 に 低値

（p〈0．05）であ っ た 。 分割率 も受精率 と同じ結果 と

な っ たが、 B ：E ：G 群で は E 群は B と G 群よ り高値

（p＜ 0．05＞とな っ た 。 【結論 】 1（SIの 成績向上 に 、

運動精子 で は ASP だ け で よ く、 死滅化精子 の 場 合

は CIや EP処理が必 要で 、 死滅精子で も以上 よ り

卵子の 活性化が必 要 と推察さ れ た 。 尚 、 本研究は

倫理 委員会 の 承認下 に 行 っ た 。
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